
平成３０年度県税歳入補正予算について

【主な補正税目】

○個人県民税 △22百万円（＋0.0％）
＜当初 542億49百万円 → 補正後 542億27百万円＞

（要因）給与所得者に係る納税義務者数の増加により均
等割・所得割の増収が見込まれる一方で、配当
割・株式等譲渡所得割についてはＮＩＳＡの利
用拡大により減収が見込まれることによる。
・均等割・所得割 ＋5億 64百万円（＋ 1.1％）
・配当割 △1億59百万円（△10.8％）
・株式等譲渡所得割 △4億 27百万円（△26.1％）

○法人二税 ＋48億89百万円（＋10.2％）
＜当初 481億30百万円 → 補正後 530億 19百万円＞

（要因）株価は上昇基調にあり、為替は安定した円安相
場で進んだことによる製造業を中心とした企業
業績の改善により増収が見込まれることによる。

○地方消費税 △6億29百万円（△3.0％）
＜当初 210億41百万円 → 補正後 204億12百万円＞

（要因）輸出産業の伸びにより還付額が増加したことか
ら、譲渡割額の減収が見込まれることによる。

補正予算見積額 ＋５３億円（＋３．２％）
（当初予算 １，６４０億円 → 補正後 １，６９３億円）

※四捨五入により、各金額の差引額と増減額とが一致しないところがある

□地方消費税に係る収支

当初 補正後 増減額

①地方消費税（収入額） 21,041 20,412 △629

②地方消費税清算金（収入額） 49,796 50,665 ＋869

③地方消費税清算金（支出額） 20,880 20,269 △611

④地方消費税清算金収支（②－③） 28,916 30,396 ＋1,480

⑤地方消費税収支計（①＋④） 49,957 50,808 ＋851

⑥地方消費税市町交付金（支出額） 25,011 25,442 ＋431

⑦清算後・市町交付金交付後
収支計（⑤－⑥）

24,946 25,367 ＋421

（単位：百万円）

【県税関連の歳入について】

○軽油引取税 ＋6億56百万円（＋5.3％）
＜当初 124億15百万円 → 補正後 130億71百万円＞

（要因）ディーゼルトラックの保有台数の減少等による前年度から
の軽油需要の減少を見込んでいたが、トラック貨物の輸送
量の増加等により増収が見込まれることによる。


